
資料２ 統合準備委員会の運営方法

１ 委員会の位置づけ

４ 協議内容の連絡体制

【目的】 統合の準備にあたって必須事項の協議

【役割】 委員：協議、所属団体への共有

事務局（総務課・学校教育課）：委員会の運営、議事や資料等の作成

【協議事項】校名、校歌、校章の選定

• 希望者のオブザーバー参加を認める

• 会議の中で決定事項と今後の協議事項を整理。必要に応じて、地域

や学校へ協議経過などをお知らせする

【委員へのお願い】所属属組織への共有や意見聴取

３ 協議における約束事

【グランドルール（約束事）】

• 基本理念「子どもの最善の利益」 ・立場を超えて、子ども第一で考える

• 発言は時間内に、結論から ・他者の意見を尊重する

【ポイント】

• 基本理念の共有

• 地域の子どもたちの教育について協議するチーム

令和８年10月６日北上市和賀地区小学校統合準備委員会

計画策定

・計画策定委員会や地域協議

会での議論など。方向性決定。

統合準備

①統合準備委員会：校名・校歌・校章を選定。

②学校など担当：交流活動、閉校式典、通学方法の準備

統合

Ｒ10年４月

統合検討委員会

統合の手法・時期のほか、主

要懸念への対策方針を協議

【スケジュール概要】

２ 協議プロセス ※進捗に応じて変更

初回 公募と整理

• グランドルール設定
• 委員長の決定
• 協議事項の整理
• 校名の選定方針協議

10月中旬

• 校名を公募により
募集（約１ヶ月）

• 応募案を整理

２回目

12月

• 案の中から選定し
教育委員会へ具申

新校の開校

10月６日

校名選定

１月

• 庁内で校名を決定

３回目

２月

• 校名の報告
• 校歌、校章の選定
方法の協議

校歌・校章
の選定

４月～７月

• 校歌の制作期間
• 校章の公募や案の
整理

…

Ｒ10年４月



資料３ 校名・校歌・校章の選定方法 令和８年10月６日北上市和賀地区小学校統合準備委員会

１ 選定方法の方向性

笠松小・和賀西小統合検討委員会での意見を参考に、以下のような選定手法で選定する。

【校名】

• 選定方法：公募

• 方針：両校の児童や保護者、地域住民らから案を募る。校名の選定が諸々の手続きのボトルネックになるので、令和９年１月までに決定する

【校章】

• 選定方法：公募

• 方針：校名と同様に、両校の児童や保護者、地域住民らから案を募る。運動着等備品準備に影響するため７月を目途に決定する。

【校歌】

• 選定方法：非公募

• 方針：児童や地域からフレーズや盛り込みたいキーワード・思いを募集し、それをもとに作詞家・作曲家等の専門家へ制作を依頼して７月を

目途に完成させる

２ 校名の具体的な選定方法

【募集方法】メディアや広報紙を使って、校名募集をＰＲ。Webや申請書での提出で、市民から募る。

• 募集内容：校名案と、その理由

• 対象：市民（市内に在住・在勤・在学の方）

• 募集期間：10月19日（月）〜 11月19日（木） (※郵送は当日消印有効)

• 応募方法：webの応募フォームまたは応募用紙を教育部総務課へ提出（応募用紙は市HPから印刷可。必要事項記載あれば受付可）

• その他：応募は１人１点まで。決定した校名の権限等は市に帰属。

【選定方法】

• 選定までの流れ：応募作品を事務局で整理し、次回準備委員会でその中から投票を行い、候補を絞る。候補の中から一点を市教委が選定し、

議会提案の後決定する。

• 選定の要件：①子どもの親しみやすいもの（常用漢字など） ②笠松小・和賀西小の統合校として相応しいもの（どちらか一方だけを含む、

想起するものはＮＧ） ③和賀地区の地理や自然、歴史・文化等を表すもの


